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昭和 25 （1950） 年に東京大学第一工学部建築学科卒
業後，前川國男事務所に入所する。前川國男 （1905-

































その後，山梨県立図書館（昭和 45 （1970） 年），当館（昭







の設計を 30館以上行った。平成 17 （2005） 年の函館市中



















































































昭和 41 （1966） 年 3月 施設部第 1案図面を作成
昭和 44 （1969） 年 8月 鬼頭氏に設計を委託
昭和 45 （1970） 年 11月 新営図書館の基本設計決定
昭和 46 （1971） 年 1月 起工式
昭和 47 （1972） 年暮 建築完了



















































































































図 2　鬼頭設計第 1次案（第 5次案）
56 東北大学附属図書館調査研究室年報　第 5号（2018.3）















































































図 5　鬼頭設計第 8次案（第 15次案）2階
写真 3　現在の 2階北西側閲覧席
写真 4　現在の 2階北東側閲覧席

















































































































































































のこの煩悶に対して，平成 26 （2014） 年のリニューアル
大改修は，一つの回答であったのではなかろうか。つ
まり，この活動エリアと静寂エリアという 2つのエリ
アを，厳密に 2分したゾーニングで運営する，という
ものである。
その結果，＜きわめて個人的で内面的な精神活動と
しての読書（当館の場合，学習・研究と言い換えても
良いと考える。）＞の場所と＜皆が共同して利用するの
にふさわしい開放的で広場的な空間＞という場所の両
方が館内に両立するのである。
むしろこの問題に悩んだ鬼頭氏が設計した当館であ
るからこそ，アクティブラーニングが導入された大学
教育の一翼を担う，現在の大学図書館の概念に対応す
ることが可能であったのではなかろうか。
中央のメインエリアに＜広場的で開放的，普段着で
行けるような皆の広場＞を＜フラットスペース・ノー
ステップ＞で配置する。利用者はそこの＜皆の共有の
空間＞で必要な営みを協働で行い，各人が各人のテー
マで，館内の必要な場所に散って行くのである。
そして南北（左右）両翼の仕切りの向こうには，＜個
人的で内面的な精神活動＞のスペースが控えており，
そこで本への畏敬を感じつつ，個独に精神の深耕を行
うのである。この仕組みは，現代においても全く色あ
せないどころか，ついに鬼頭氏の見たかったものが，
日本の大学図書館に実現しつつあることの表れである
とさえ，感じるのである。
その結果，当館に訪れる者は，誰もが当館を 45年前
の建築であることに驚く，のではないであろうか。時
代が，図書館の本質をふまえた鬼頭氏に追いついたの
である。
しかし，ただ時代が追い付いただけではない。鬼頭
氏が準備した＜柱が無く平面で広い空間＞にして＜自
然光や質感のあるコンクリートを使った無味乾燥にな
らない人間的な空間＞は汎用性が高く，時代の変化に
対応が可能である余裕のある空間である。その仕掛け
を創った鬼頭氏の先見性はもちろんであるが，その空
間を読み解き，その＜余白＞を活かしきった当館関係
者の不断の試行錯誤もがあってこそ，今も当館が＜新
しい＞のである。
６．おわりに
本稿は，当館新営時の記録資料の整理，まとめを附
属図書館ワークスタディである佐藤貴啓（工学部 2年）
と渡辺真由（薬学部 2年）両名が行った。そのまとめ
をうけ，本稿作成を吉植が行った。また，全体構成の
校訂を附属図書館ワークスタディである上田夏実（経
済学部 2年）が行った。
なお本稿作成に際しての基礎資料は，元工学研究科
都市・建築学専攻の下山光氏に提供頂き，助言を頂い
た。また元情報管理課長松井好次氏には，本学学生時
代を含めて長きに渡る職員時代の当館の経験・記憶に
基づき本稿を確認して頂き，貴重な示唆を頂いた。こ
こで厚く御礼申し上げる。
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